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こんにちは
で

す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2023年３月号

2023年３月

委員長 岡﨑ひろみ

未だ「原子力緊急
事態宣言」発令中！

岸
田
内
閣
は
Ｇ
Ｘ
「
（
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
現

に
向
け
た
基
本
方
針
」
を
２
月
10
日
の

閣
議
で
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
脱

炭
素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
、
経
済

成
長
の
３
つ
を
同
時
に
実
現
す
る
」

（
経
産
省
Ｈ
Ｐ
）
と
し
、
「
徹
底
し
た

省
エ
ネ
の
推
進
」
「
再
生
エ
ネ
の
主
力

電
源
化
」
と
と
も
に
「
原
子
力
の
活
用
」

を
明
記
し
た
も
の
で
す
。
政
府
の
「
Ｇ

Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針

～
今
後

10

年
を
見
据
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
～
」

で
は
、
「
原
子
力
の
活
用
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
せ
ず
」
、
「
安
定
供
給
と
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
の
両
立
」

「
２
０
３
０
年
度
電
源
構
成
に
占
め
る

原
子
力
の
比
率
20
～
22
％
の
確
実
な
達

成
」
「
原
子
炉
の
再
稼
働
」
「
次
世
代

革
新
炉
の
開
発
・
建
設
」
「
廃
炉
を
決

定
し
た
原
発
の
敷
地
内
で
の
次
世
代
革

新
炉
へ
の
建
て
替
え
」
「
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
竣
工
等
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問

題
の
具
体
化
」
を
進
め
て
い
く
な
ど
、

突
然
に
し
て
驚

く
べ
き
政
策
を

打
ち
出
し
ま
し

た
。岸

田
内
閣
の

「
フ
ク
シ
マ
」

の
反
省
を
か
な

ぐ
り
捨
て
た
原

発
回
帰
を
基
調

と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
大

転
換
を
図
る
も
の
で
国
民
を
裏
切
る
も

の
で
す
。
閣
議
決
定
を
受
け
て

国
会

に
は
「
電
気
事
業
法
」
や
「
原
子
炉
等

規
制
法
」
な
ど
５
本
を
ま
と
め
た
束
ね

法
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

尚
、
２
月
13
日
に
原
子
力
規
制
委
員

会
は
第
72
回
臨
時
会
議
を
開
き
、
原
発

の
60
年
超
運
転
を
認
め
る
案
件
を
協
議

し
ま
し
た
。
原
発
稼
働
期
間
を
運
転
日

数
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
対
し
、
一
人

の
委
員
か
ら
異
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
多
数
決
で
政
府
案
を

決
め
る
異
常
事
態
が
起
き
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
委
員
も
「
決
定
を
せ
か
さ
れ

て
い
る
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
岸
田
内

閣
の
強
引
な
手
法
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
名
を
借
り
た
原
発
推
進

策
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

反
省
無
き
原
発
回
帰
政
策

東
京
電
力
福
島
第
一
発
電
所
の
過
酷
事
故
か
ら
12
年
が
経
ち
ま
し
た
。
地

震
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
原
発
に
巨
大
津
波
が
襲
い
、
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物

質
は
77
万
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
と
推
定
さ
れ
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
換
算
で
広
島
原

爆
の
約
１
６
８
発
分
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
福

島
県
を
中
心
に
想
像
を
超
え
る
原
発
被
害
が
出
ま
し
た
。
そ
し
て
13
年
経
っ

た
今
で
も
「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
は
解
除
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
る
で
、

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
な
ど
は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
、
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー

ン

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
政
策
を
岸
田
内
閣
が
閣
議
決
定
し
、
原

発
推
進
に
政
治
を
大
転
換
、
許
せ
ま
せ
ん
。

それ
でも

福島原発事
故から13年

原
発
運
転
期
間
60
年
以
上
延
長

規
制
委
員
会

異
例
の
採
決



■
新
自
由
主
義
に

よ
る
破
壊
さ
れ
て

き
た
公
共
を
再
構
築
し
、
人
権
を
守
る
行

政
に
転
換
。

■
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公
務
員
の

非
正
規
化
反
対
。
非
正
規
職
員
の
雇
用
の

安
定
、
正
規
職
員
同
様
の
賃
金
、
労
働
条

件
の
確
保
、
正
規
職
化
に
取
り
組
む
。

■
指
定
管
理
者
制
度
等
で
働
く
職
員
に
、

ま
と
も
な
賃
金
を
払
う
公
契
約
条
例
づ
く

り
と
指
定
管
理
料
の
引
き
上
げ
。

■
「
こ
ど
も
基
本

法
」
に
よ
る
教
育

や
子
育
て
政
策
を
進
め
る

■
教
育
や
子
育
て
の
中
心
に
子
ど
も
の
主

体
性
や
公
平
性
、
人
権
保
障
、
「
義
務
教

育
は
無
償
」
を
徹
底
。
教
育
や
学
校
給
食

の
無
償
化
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
や
地
産

地
消
）

、
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
を
進

め
る
。

■
修
学
旅
行
費
な
ど
無
償
化
の
範
囲
を
広
げ
、

就
学
援
助
の
基
準
引
き
上
げ
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
拡
充
。
主
権
者
教
育
を
進
め
る
。

■
誰
も
取
り
残
さ
な

い
自
治
体
。
総
合
的

な
生
活
支
援
相
談
体
制
を
構
築
し
、
住
居
・

雇
用
支
援
を
進
め
る
。

■
手
当
や
現
物
給
付
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会

的
包
摂
を
構
築
。
生
活
保
護
は
権
利
。
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
取
り
残
さ
な

い
生
活
支
援
を
進
め
る
。

■
医
療
・
介

護
、
住
宅
政

策
の
充
実
や
移
動
の
自
由
を
進
め
る
。

■
介
護
保
険
・
医
療
保
険
制
度
改
悪
を
止
め

る
。
自
治
体
の
か
か
わ
る
諸
保
険
制
度
の
負

担
軽
減
を
進
め
る
。
公
的
住
宅
の
確
保
や
家

賃
補
助
政
策
を
進
め
、
買
い
物
難
民
や
交
通

弱
者
を
な
く
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

■
差
別
禁
止
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
の
推
進
。

■
世
帯
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
制
度
へ
変

え
て
い
く
。

■
朝
鮮
学
校
を
外
し
た
政
府
・
文
科
省
の

高
校
授
業
料
無
償
化
差
別
、
外
国
人
へ
の

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
禁
止
。

■
多
様
性
を
尊
重
す
る
共
生
社
会
を
目
指

す
。
川
崎
市
の
罰
則
を
伴
っ
た
「
差
別
の

な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

各
自
治
体
で
推
進
。

■
平
和
憲
法
を

遵
守
し
、
平
和

行
政
と
教
育
を
進
め
る
。

■
脱
炭
素
、
環
境
、
脱
原
発
を
目
指
し

「
地
産
・
地
消
」
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
を
推
進
す
る
。

■
気
候
危
機
対
策
や
脱

原
発
政
策
の
促
進
。

■
大
軍
拡
に
反
対
し
、

議
会
で
の
意
見
書
・
決

議
の
採
択
を
進
め
る
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２３年３月

お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

私の街から政治を変えるー３月から統一自治体選挙
武器より暮らしと雇用・社会保障に予算を！

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
全
国
で
自
治
体
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
５
区
、

和
歌
山
１
区
、
山
口
４
区
で
は
衆
議
院
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
社
会
党
も
全
国
各

地
で
「
公
認
」
「
推
薦
」
の
候
補
者
を
擁
立
し
闘
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
は
社
会
民
主

党
や
緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
と
も
選
挙
協
力
を
し
、
自
治
体
選
挙
に
勝
利
し
、
岸

田
・
自
公
政
権
Ｎ
Ｏ
！
を
突
き
つ
け
よ
う
と
奮
闘
中
で
す
。
新
社
会
党
は
自
治
体
選
挙
の

政
策
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

告示日 投票日

知事 ３月２３日 ４月 ９日

政令市長 ３月２６日 ４月 ９日

道府県議

政令市議
３月３１日 ４月 ９日

市区長

市区議
４月１６日 ４月２３日

町村長

町議
４月１８日 ４月２３日

統一自治体選の日程

自
治
体
選
挙
６
つ
の
主
な
政
策

①

公
共
の
再
生

②
教
育
と
子
育
て

③

公
共
の
役
割

④
医
療
・
介
護
・
住
宅

⑤

共
生
社
会

⑥
平
和
・
環
境


